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【はじめに】 

現在、白色 LEDの仕組みとして主流となっているのは、黄色蛍光体と青色 LEDを組み合わせ、

青色と黄色の混色から白色光を得るシングルチップ方式がある。しかし黄色蛍光体と青色 LEDを

組み合わせた方式は、黄色蛍光体の寿命が短く、高温下では特に影響が大きくなるという問題が

ある。そのため、LEDチップのみで白色光を得ることが求められている。これにより蛍光体によ

り寿命が左右されないため、長寿命化が期待できる。 

本研究では、蛍光体を使用しない同一サンプル上に発光波長の異なる複数の活性層を成長させ

たモノリシック型の白色 LEDの実現を目的としている。 

【実験・結果】 

図 1に MOVPE法により c面サファイア基板上に成膜したサンプル構造を示す。トンネル接合

を用いることで電流注入により活性層 1のみ発光させることができる。この活性層 1を励起光源

とし、活性層 2、活性層 3を励起させ、3つの発光スペクトルの混色で白色光を実現する。なお、

活性層 2と活性層 3には Siと Znをドープし、ドナー準位とアクセプタ準位間の遷移によるブロ

ードな長波長発光を目的としている。図 2に発光スペクトルを示す。420nmの発光を励起光源と

し、活性層 2と活性層 3が励起されているのが確認された。 
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図 1サンプル構造 図 2 発光スペクトル 
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